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発行元：NPO法人 セルフ・サポート研究所

〒136-0071 東京都江東区亀戸3‐61‐22

Tel 03-3683-3231

―薬物依存症者をもつ家族の会【はあもにい】―

そよかぜライン（毎週・月 ＰＭ月 ＰＭ月 ＰＭ月 ＰＭ 1111：：：：00000000～～～～8888：：：：30303030）

薬物ＳＯＳ電話薬物ＳＯＳ電話薬物ＳＯＳ電話薬物ＳＯＳ電話 Tel 03-5628-252203-5628-252203-5628-252203-5628-2522

URL http://www10.ocn.ne.jp/~hamoni/

巣鴨地蔵通り商店街に

造花アレンジメント造花アレンジメント造花アレンジメント造花アレンジメントの教

室とお店お店お店お店＆カフェカフェカフェカフェを開き

ます
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１１月１６日（木）広島県立総合精神保健福祉センターに

午前１０時：家族向けに家族教室 参加者：家族９名他

午後１時半：専門職むけに研修会 参加者：１４名

午後の参加者：警察・刑務所（成人･少年）関係・少年鑑別所・

保護観察官・保護司・県庁職員・保健師・看護師・

センター職員等
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◆普段聞くことのない薬物依存の御家族の声

を聞く事が出来た。薬物依存の本人と接する

事は多々あるが，御家族の声は聞く機会がな

かったから有益であった。（教）

◆依存症者を見守る家族の大変さがとてもよ

く分かりました。本人から聞く話よりも，別

の視点での話としてとても参考になりました。

ありがとうございました。どうしたらリカバ

リーストーリーを見ることができるでしょう

か。（保）

◆真に迫った親の声を聞かせてもらった。自

分自身の生き方を見つめなおしていくという

姿勢にとても感動しました。プラス指向に考

えていくことなど，すごいことです。お母さ

んの真剣な生き方は，きっと息子さんに届く

と信じています。今日の話を，今後の相談に

役立てていきたいと思います。（保）

◆当事者とは違った家族の思いや希望を聞い

ていく中で，依存症という病気の難しさを感

じた。ものすごく心に響く講演でした。（保）

◆家族の声や周囲のサポートの大切さを直接

聞けた事が大変良かった。自分は家族から相

談を受ける立場ですが，話しながら自分の確

信と言うものを，まだまだ持てていません。

私達の話している事は，本や他者からの受け

売りだからかもしれない。本日はありがとう

ございました。（医）

◆とても貴重な体験を聞かせてくださりあり

がとうございました。時には声を詰まらせな

がら語られる姿が，大変印象的で感動しまし

た。〝経過報告〟ということで，まだ今後も

何か起こるかもしれませんが，向き合う姿勢，

問題点への気づきを得られたのを見て，心強

く思いました。（司）

◆自分達のやっている事が、どう受け取られ，

どう見られているのかが，少しだが意識でき

てとても良かった。家族の方の生の声を聞く

ことは大変新鮮で，励みになった。ありがと

うございました。依存という視点を持つこと

は，これからも意識し続けます。（司）

◆薬物依存者に対する対処は，①刑務所②病

院というのが今までの連想だった。最近は③

自助グループがクローズアップされるように

なり，何かと言えばダルクと言う発想があっ

たが，全ての対象者を受け入れられるか疑問

があった。今日④家族（の会）が視野に入っ

てきた。（司）

◆家族の本音，苦しみが分かった。今後の指

導の参考としたい。我々の職務の重要性を再

確認できた。（司）

◆薬物依存症は病気であるということを再認

識できた。以前の薬害教育はＶＴＲや作文中

心であったが，本年５月からはミーティング

を中心とし，ダルクの方にも来て頂いており，

リカバリーストーリーで，家族の話も視聴し

ているが，大変参考になっています。（司）

◆薬物依存の方の家族の話を聞くのは始めて

でした。家族の方の苦労されている様子を具

体的に聞けたことで，今後薬物依存の方に会

う時に参考になると思います。（司）

◆個人的には参考になったが，仕事として今

日のお話をどのように生かせばいいのか，よ

く分からないまま時が過ぎていきました。

（警）

◆家族の方の本音が聞けて良かった。もっと

多くの方に聴ける機会があればなお良い。親

が「子どもの薬物を止めさせたい」という思

いから，家族会等を通して「親自身の生き方

を変えるようになった」ことはすごいことで

ある。家族が成長することの難しさもまた感

じた。（その他）

◆薬物の家族会の人の話を聞けたのは初めて

であり，色々考えさせられること，感じるこ

とがあり，とても勉強になった。イネイブラー

をやめ，尻拭いをやめることの難しさ，苦労，

心に残りました。（その他）

薬物関連問題相談（スタッフ）研修会参加者の感想
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■それまで楽しんでいた趣味のものは、封印したり、ただ苦しみから逃れるた

めに気分を紛らせるだけの手段でしかなく、楽しむことを忘れていました。

■いま、私たちはセルフサポートで元気になり、仲間と楽しかったこと苦しかっ

たことなど作品を鑑賞しながら思い出話をしてみたいと計画しました。

■お茶を飲みながら、作品つくりのことを話す皆さんの目が輝いていました。

作品展示会とビデオ鑑賞会・苦しみを乗り越えて

１０月２２日１０月２２日１０月２２日１０月２２日

日曜日日曜日日曜日日曜日
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作品展示会とビデオ鑑賞会に参加して

１ページに記載してあります、事業

に皆様の温かいご支援をよろしくお

願いいたします。

基基基基金金金金・・・・献献献献金金金金のののの振振振振込込込込先先先先

三菱東京UFJ銀行亀戸支店

普通口座 ３９４９９９９

口座名義：特定非営利活動法人

セルフ･サポート研究所

代表 加藤 力

連絡先＞セルフ･サポート研究所

０３－３６８３－３２３１

はあもにい初ミーティングはあもにい初ミーティングはあもにい初ミーティングはあもにい初ミーティング

１月３日（水）１月３日（水）１月３日（水）１月３日（水）

午後 １時～３時午後 １時～３時午後 １時～３時午後 １時～３時

セルフ･サポート研究所にてセルフ･サポート研究所にてセルフ･サポート研究所にてセルフ･サポート研究所にて
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弁弁弁弁護護護護士士士士 森森森森野野野野先先先先生生生生とととと一一一一緒緒緒緒にににに

公公公公 判判判判 のののの 傍傍傍傍 聴聴聴聴 ににににいいいいききききまままませせせせんんんんかかかか？？？？

1111 月月月月 22222222 日日日日（月）

午前 9 時 50 分

東京地裁（霞ヶ関）

1階 ロビー集合

家家家家族族族族のののの体体体体験験験験談談談談

1111 月月月月 22220000 日日日日（（（（土土土土））））

家族の体験を通して、

自分の回復と成長を

振り返ってみます

専門家の講師をお招きして学習･研修会日程専門家の講師をお招きして学習･研修会日程専門家の講師をお招きして学習･研修会日程専門家の講師をお招きして学習･研修会日程

有料になります。初めての方はセルフ･サポート（研）にご連絡して下さい。

1111月月月月 22日（月）18：30～20：30 15日（月）19：00～21：00

2222月月月月 15日（木）13：30～16：00

3333月月月月 12日（月）18：30～20：30 19日（月）19：00～21：00

4444月月月月 14日（土）10：30～12：30 14日（土）14：00～16：00

森野先生（弁護士） 梅野先生（松沢病院・精神科医師）



薬物に関する問題で困っていませんか？ 

薬物ＳＯＳ電話（家族を対象）そよかぜライン

私たちも同じ悩みをもつ仲間です

誰にもいえないあなたの心の声を聴かせてください

毎週月曜日 午後１：００～午後８：３０ 

０３－５６２８－２５２２   秘密厳守 

はあもにい

NEWS LETTER VOL.27 2007.1


